
健康経営に取り組むきっかけ

健康推進体制（PDCA）

前社長が 10 年前に軽度の脳梗塞になり健康の尊さを再認識した
ことから、社内においても健康推進を重要施策とし、2018 年よ
り健康経営優良法人の認定申請を開始しました。また、定年延長
や再雇用制度の整備の中で、経営理念である「物・心両面で幸福
になる経営」の実現には健康が不可欠な要素であり、重要な経営
課題として社員の健康課題への取組を開始しました。

健康経営の取組を管理するために「健康実践計画」を策定。他社事例やセミナー等から常に新し
い情報を取り入れて内容を少しずつ変えることで、形骸化を防ぎ継続につなげています。
健康経営への投資効果を測定するため、「長期病欠者の減少（アブセンティズム率）」など 6 つの
指標を設定し、年度末に成果を検証しています。

●情報発信と自己実践による意識啓発
➡ 40 代、50 代になると健康意識の
差が顕著に現れるため、社員に健康
意識を持ってもらうための情報発信
に注力。発信する自身が実践するこ
とが重要と考え、食事や運動習慣を
自ら実践し、その経験を共有するこ
とで共感を広げようと努めています。

●定期健康診断の有所見率の低下
➡特定保健指導の利用率 100% 達成
健康診断後に指導を受けてもらう形式では利用率
が低かったため、健康診断当日の最後に指導を実
施できる健診機関に切り替え。健診の流れに組み
込むことで対象者の受診率 100% を達成しました。

株式会社サン電工社取組事例

② 福岡県福岡市中央区鳥飼二丁目 6 番 51 号
業種：通信・インターネット関連・電気関連 / 従業員数：127 名　

●メンタルヘルス不調による長期離脱者の復帰100％
●育児休業取得 100％
●アブセンティーズム（病欠日数）の減少
●新入社員離職者 3 年間ゼロ
●職域・年齢を超えたコミュニケーション向上
●職場の雰囲気改善、社員の安心感向上

取組の効果

快適なオフィス空間のため、観葉植物などを配置

【図表】健康プログラム
　 　 　 実施計画（63 期）
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